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共通論題：「女性」にあたって
共
通
論
題
「
女
性
」
に
あ
た
っ
て
　
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
世
界
が
目
指
す
国
際
目
標
で
あ
る
。
す
で
に
様
々
な
企
業
・
団
体
、
多
く
の
大
学
が
そ
の
取
り
組
み
に
参
画
し
て
い
る
。
亜
細
亜
大
学
も
「
ア
ジ
ア
未
来
二
〇
二
五
」
の
一
環
と
し
て
す
で
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
科
目
や
学
生
に
よ
る
活
動
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、
ゴ
ー
ル
５
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
性
別
で
と
ら
え
れ
ば
、「
女
性
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
よ
う
。
　
さ
て
、
亜
細
亜
大
学
法
学
部
に
は
、
二
〇
二
〇
年
度
現
在
、
三
一
名
の
専
任
教
員
が
お
り
、
九
名
が
女
性
教
員
（
専
門
科
目
三
名
、
全
学
共
通
科
目
六
名
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
矢
嶋
美
都
子
教
授
（
中
国
語
・
中
国
文
学
）
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
、
ご
退
職
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
、
法
学
部
の
女
性
専
任
教
員
が
、
本
学
の
紀
要
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
共
通
論
題
で
研
究
論
文
の
執
筆
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
共
通
論
題
は
、「
女
性
」
で
あ
る
。
　
共
通
論
題
「
女
性
」
に
よ
る
論
文
と
し
て
、
本
号
（
亜
細
亜
法
学
五
五
巻
一
・
二
合
併
号
）
に
は
、
上
田
廣
美
教
授
「
上
場
会
社
に
お
け
る
女
性
役
員
登
用
の
再
検
証
―
「
令
和
元
年
な
で
し
こ
銘
柄
」
報
告
書
を
て
が
か
り
と
し
て
」、
中
益
陽
子
准
教
授
「
遺
族
年
金
に
お
け
る
男
女
の
処
遇
差
―
遺
族
厚
生
年
金
に
お
け
る
年
齢
要
件
を
中
心
に
」
と
山
本
高
子
准
教
授
「
性
犯
罪
の
規
定
に
つ
い
て
」
の
三
本
が
掲
載
さ
れ
る
。
今
後
、『
学
術
文
化
紀
要
』
に
は
佐
藤
知
乃
准
教
授
と
高
澤
美
由
紀
准
教
授
が
執
筆
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
　
今
回
の
共
通
論
題
企
画
が
、
法
学
部
所
属
の
女
性
専
任
教
員
に
よ
る
研
究
成
果
と
し
て
本
学
の
発
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
上
田　
廣
美　
（
法
学
研
究
所
長
・
紀
要
編
集
委
員
長
）
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